
　令和７年第１回臨時会は、５月14日に開かれ、十和田市総合体育センター長寿命化改修建築工事請
負契約の一部変更契約の締結など、議案１件、報告７件が上程され、原案のとおり可決されました。
　令和７年第２回定例会は、６月２日から６月20日まで19日間の会期で開かれました。十和田市立
中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定など、議案10件（発議２件を含む）、
報告７件が上程され、原案のとおり可決されました。

議案審議の状況
５月臨時会・６月定例会

❷ ❸

総合体育センターの
　　　　　　追加工事を実施 可決

議員提案 （６月定例会）（５月臨時会）

可決
　十和田市総合体育センター長寿命化改修建築
工事請負契約について、天井断熱材の追加に係る
増工に伴い、契約金額を次のとおり変更します。

◆契約金額：12億7,600万円から
　　　　　　13億1,831万5,900円　に変更
◆工事の概要
　天井断熱材の追加
　○メインアリーナ　　3,148平方メートル
　○サブアリーナ　　　　692平方メートル

　少子高齢化や人口減少などにより継承が困難
になっている伝統行事や民俗芸能を、次世代に
伝え、発展させるための基本理念を定め、市や
民俗芸能団体、市民等の役割を明確にする条例
を制定しました。

伝統行事及び民俗芸能の
継承発展に関する条例を制定

問　中央病院の経営改善策として診断書等の文
書手数料を見直しする考えは。
答　早急に改定について検討していきます。
問　個室形態に準個室を新設しては。
答　設置費用や収益性、診療や看護に必要なス
ペースの確保など、速やかに検討していきます。
問　人間ドックや健康診断の収益性を高める取
組として、オプション検査を増やしてはどうか。
答　既にオプション検査は設けていますが、検
査の種類を増やすことについて早期に検討し、
導入していきたいと考えています。
問　訪問診療時の交通費を見直す考えは。
答　今般の社会的情勢、経費増加等を踏まえ、
金額の見直しを図りたいと考えています。
問　看護師の夜勤二交代制導入の進捗は。
答　看護師の負担軽減と医療安全等を第一に、
現場の声を聞きながら、年内に一部の病棟にお
いて導入したいと考えています。

問　国スポ・障スポ大会における県との連携は。
答　県の実施事業について、体育施設へのポス
ター掲示等により、周知に協力しています。
問　大会を現地で観戦することは、次世代を担
う子供たちへの教育的意義が大きいと考える
が、その機会を設ける考えは。
答　国スポ大会については、令和８年度時点の
小学５年生及び中学２年生を対象に、当市で開
催されるサッカー、相撲、バスケットボール等
の観戦を実施したいと考えています。
問　大会後の施設の市民利用は。
答　長きにわたり市民に愛されるよう各施設の
整備を進めており、中でも相撲場は、保育園の
発表会や地域の親睦会など、様々なイベントや
活動にご利用いただけると考えています。

問　農業の後継者・労働力不足問題の解決には
農的関係人口を増やす必要があるが、耕作放棄
地の再活用、農村交流の促進、財政への効果等
が期待できる耕作地オーナー制度導入の考えは。
答　全国に誇る農産物を有している当市におい
ては、農業の持続的発展に大きな効果をもたら
すことが期待されますが、導入にあたっては、
農業者や農業者団体等の協力が必須であるため、
まずは関係者の意向を伺いたいと考えています。

問　スポーツ及び文化の振興を図るとともに、
子供の夢とチャレンジ精神の育成に資するため、
小中学生を対象に、東北大会、全国大会に出場
するための経費の一部を補助しているが、対象
を高校生まで拡大する考えは。
答　県において全国大会等への補助事業を実施
しており、対象を拡大する考えはありません。

問　町内会やＰＴＡ、民俗芸能団体、消防団な
どの非営利組織の担い手不足が顕著になってき
ている。市職員の地域貢献活動を後押しするた
め、地域貢献活動休暇制度を創設する考えは。
答　他自治体の動向等も注視しながら、休暇制
度の運用について調査研究していきます。

問　地方創生において、女性に選ばれるまちづ
くりを目指すべきと考えるが、市長の考えは。
答　女性が活躍できるまちづくりを進めていく
ことが重要であると認識しており、市長公約と
して、第一に子供たちの笑顔を掲げ、子育て支
援を充実させることが、若者や女性に選ばれる
要因になると考えています。次期総合戦略の策
定にあたっては、女性が活躍できるまちづくり
という視点を重視し、検討を進めていきます。

中央病院の経営改善策として
　　　　文書手数料を見直しては 耕作地オーナー制度導入の考えは

山　端　美樹子
（自民公明クラブ）

太　田　正　幸
（立憲農民クラブ）

早急に改定を検討する 有用な取組であるため
　　関係者の意向を伺っていく

病院経営改革特別委員会 が 設置 されました
（令和７年６月20日の本会議において設置）　

　市民の生命と健康を守る十和田市立中央病院の経営の健全化を目指し、市議会として調査研究し、
経営改革を進めることを目的として、病院経営改革特別委員会が設置されました。
構成委員
委員長　 氣　田　量　子　　 副委員長　笹　渕　峰　尚
委　員　 山　端　美樹子　　 委　員　小山田　剛　士　　委　員　 太　田　正　幸
　〃　　 竹　島　直　樹　　 　〃　　山　田　洋　子　　　〃　　 今　泉　信　明

「〇」は賛成、　「×」は反対、　「欠」は欠席、　「退」は退出、　「－」は議長（原則、表決に加わりません。）

賛否が分かれた議案の審議結果
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病院経営改革特別委員会の設置に
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一 般 質 問第２回定例会は、13人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（９月掲載予定）をご覧ください。


